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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 

松戸市では「松戸市社会教育計画」の策定の準備を進めています。 

本調査は、生涯学習や社会教育の現状やニーズ等について把握し、この計画を策定するための

基礎資料とすることを目的として実施したものです。 

 

２．調査の設計 

（1）調査対象    松戸市に居住する 20歳以上の男女個人 

（2）サンプル数   3,000 人 

（3）抽出方法   層化無作為抽出 

（4）調査の方法   郵送調査法 

（5）調査期間     平成 26年 6月 18日～7月 9日 

 

３．調査の内容 

（1）生涯学習活動に対する考え方について 

（2）生涯学習活動に関する情報について 

（3）これからの生涯学習活動における現状や課題について 

（4）地域の子どもたち（青少年）に対する考えについて 

（5）松戸市の図書館について 

 

４．回収状況 

■サンプル数    3,000  

■有効回収数    1,583  

■有効回収率     52.8％ 

 

５．報告書の見方 

（1）調査結果の数値は原則として回答率（％）で表記している。回答率（％）の母数は、その質

問項目に該当する回答者の数であり、n＝と表記している。また、複数回答についても回答者の

数としている。 

（2）集計は、小数点以下第 2位を四捨五入し、小数点以下第 1位までを表記してある。このため、

各回答率（％）を足し上げても 100.0％とならない場合がある。 

（3）分析の軸としたプロフィールや設問は、無回答を除いているため、各プロフィールの基数の

合計が全体と一致しない場合がある。 

（5）グラフや表のタイトルなどは、なるべく調査票そのままの表現を用いているが、スペースな

どの関係から一部省略した表現としている箇所がある。 

（6）回答者数が 30未満と小さいものについては、比率が動きやすく分析には適さないため、参

考として示すにとどめる。 
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【標本誤差について】 

調査結果の比率から母集団（20歳以上の市民全体）の傾向を推測するには、統計上の誤差（標

本誤差）を考慮する必要がある。この誤差は回答者数と各設問の回答の率から、以下の式により

求められる。 

                        

標本誤差＝                       

 

 

各回答比率における標本誤差早見表（信頼度 95％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【早見表の見方】 

たとえば、今回の調査の回答者数（1,583 人）を 100％とする比率で、ある質問の回答が 50％

であった場合、松戸市（満 20歳以上の男女）のこの質問に対する回答は、46.5％～53.5％の間に

あると考えられます。 

ｎ

ｐ（１－ｐ）

Ｎ－１

Ｎ－ｎ
×２±２

Ｎ＝母集団数 
ｎ＝比率算出の基数（サンプル数） 
ｐ＝回答の比率 

　10％または
　90％前後

　20％または
　80％前後

　30％または
　70％前後

　40％または
　60％前後

50%前後

1,586人 ±　2.1% ±　2.8% ±　3.2% ±　3.4% ±　3.5%

1,400人 ±　2.2% ±　3.0% ±　3.4% ±　3.6% ±　3.7%

1,200人 ±　2.4% ±　3.2% ±　3.7% ±　3.9% ±　4.0%

1,000人 ±　2.6% ±　3.5% ±　4.0% ±　4.3% ±　4.4%

　800人 ±　2.9% ±　3.9% ±　4.5% ±　4.8% ±　4.9%

　600人 ±　3.4% ±　4.5% ±　5.2% ±　5.5% ±　5.7%

回答の比率（ｐ）

基数（ｎ）
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